
1 

 

 

2012 年２月７日 

各   位 
会 社 名 芙蓉総合リース株式会社

代 表 者 名 代表取締役社長  佐藤 隆
（コード番号： 8 4 2 4  東証第１部）

 問合せ先 広報 IR 室長  吉田 哲也

電 話 番 号 0 3 － 5 2 7 5 － 8 8 9 1
 
 

2012 年３月期 第３四半期決算の概要等について 
 

 
2012 年３月期第３四半期決算の概要等をお知らせいたします。 

本日発表いたしました「平成 24年３月期 第３四半期決算短信」もあわせてご参照ください。 

 
 

１．2012 年３月期 第３四半期決算の概要 

 
経済の先行きが不安定な状況が続くなか、2011 年４月に開始した「2011 年度～2013 年

度中期経営計画」に掲げた目指す会社像『お客様に選ばれるＦＧＬ！』 を実現するため、

新中期経営計画の「事業戦略」、「経営戦略」への取り組みを進めた結果、当社グループ

の 2012 年３月期第３四半期の業績は以下の通りとなりました。 

 
売上高は前年同期比 3.4％増加の 3,175 億８千４百万円、営業利益は前年同期比 3.2％

減少の 221 億６千３百万円、経常利益は前年同期比 5.0％増加の 257 億２千７百万円、  

四半期純利益は前年同期比 5.4％増加の 137 億１百万円となり、売上高、経常利益、四半

期純利益は第３四半期として過去 高となりました。 

 
 
 
［2012 年３月期 第３四半期（2011 年４月～2011 年 12 月）の決算概要（連結）］ 

       （金額単位：百万円） 

 第３四半期

実 績 

前年同期対比  2012 年３月期 
業績予想対比 

達成率 増 減 額 増 減 率  

売 上 高 317,584 ＋10,300 ＋3.4％  75.6% 
営 業 利 益 22,163 △743 △3.2％  79.2% 
経 常 利 益 25,727 ＋1,224 ＋5.0％  83.0% 
当期純利益 13,701 ＋703 ＋5.4％  85.6% 
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２．前年同期業績比較（連結） 

当第３四半期の業績を前年同期実績と比較しますと、次のとおりであります。 
             （単位：億円、単位未満四捨五入） 

  11 年 3 月期 12 年 3 月期 
前年同期対比   第３四半期実績 第３四半期実績

  (10 年 4 月～10 年 12 月) (11 年 4 月～11 年 12 月) 増減額 増減率 
売 上 高 3,073 3,176 ＋103 ＋ 3.4%
売 上 原 価  2,668 2,776 ＋108 ＋ 4.0%
 うち 資金原価 64 53 △ 11 △17.4%
売上総利益  405 400 △  5 △ 1.2%
販売費及び一般管理費 176 178 ＋  3 ＋ 1.4%
 うち 貸倒関連費用 8 6 △  2 △29.4%
営 業 利 益  229 222 △  7 △ 3.2%
営業外損益  16 36 ＋ 20 ＋123.3%
 うち 貸倒関連損益等 － 18 ＋ 18 －

経 常 利 益  245 257 ＋ 12 ＋ 5.0%
特 別 損 益  3 △ 2 △  5 －

 うち 貸倒関連損益等 5 － △  5 △100.0%
税金等調整前四半期純利益 248 255 ＋  7 ＋ 2.8%
四半期純利益 130 137 ＋  7 ＋ 5.4%
   
1 株当たり四半期純利益 430.87 円 454.02 円  
1 株当たり純資産 (11/3末)  3,663.34円 4,085.98 円  
（注 1.）前年同期対比の増減額および増減率は、表示単位未満を含めた金額での計算結果を表示し

ております。 

 

（注 2.）第１四半期から、「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第 24

号 平成 21年 12 月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第 24号 平成 21年 12 月４日）を適用しております。 

    なお、「金融商品会計に関する実務指針」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第 14

号）に基づき、当第３四半期の「償却債権取立益」、「貸倒引当金戻入額」及び「債務保

証損失引当金戻入額」は「営業外収益」に計上しておりますが、前第３四半期について

は遡及処理を行っておりません。 

     また、当第３四半期決算数値の算定に当たり表示方法の変更を行ったため、前年同期比

較については、前第３四半期決算数値を当該会計上の変更を反映した数値に組み替えて

比較しております。 
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３．営業実績（連結） 

当第３四半期の営業実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

［当第３四半期（2011 年 4月～2011 年 12 月）（連結）］    （単位：億円、単位未満四捨五入） 
   売上高 売上原価 差引利益 資金原価 売上総利益 
 リース 2,733 2,399 334 39 295 
 割 賦 324 310 14 3 11 
リース及び割賦 計 3,057 2,709 348 42 306 
営 業 貸 付  58 － 58 10 48 
そ の 他  61 14 47 1 46 
合     計 3,176 2,723 453 53 400 

 
 

＜ご参考＞ 
［前第３四半期（2010 年 4月～2010 年 12 月）（連結）］    （単位：億円、単位未満四捨五入） 
   売上高 売上原価 差引利益 資金原価 売上総利益 
 リース 2,631 2,284 348 47 301 
 割 賦 319 304 15 4 11 
リース及び割賦 計 2,951 2,588 363 51 312 
営 業 貸 付  59 2 57 12 45 
そ の 他  63 14 49 0 48 
合     計 3,073 2,604 469 64 405 

 

 
４．営業資産残高の状況（連結） 

当第３四半期末の営業資産残高は、前期末比 44億円(0.3%)減少し、1兆 4,286 億円となり

ました。 
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(注１) 割賦債権は割賦未実現利益控除後   (注２)金額は億円単位、単位未満四捨五入 
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１２年３月期 
第３四半期末 
（11 年 12 月末） 
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５．調達の状況（連結） 

当第３四半期末の調達残高は、前期末比 175 億円（1.4%）増加し 1兆 2,257 億円となりま

した。 

 
 

６．純資産の状況（連結） 

当第３四半期末の純資産は、利益剰余金が前期末比 118 億円増加したこと等から、前期末

比 142 億円（11.4％）増加の 1,395 億円となり、自己資本比率は前期末比 0.7 ポイント増加

して、7.4％となりました。 
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(注 1) 調達残高はリース債務を除いております。 (注 2) 金額は億円単位、単位未満四捨五入 
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７．2012 年３月期 連結業績予想ならびに配当予想について 

  2012 年３月期の連結業績予想ならびに配当予想につきましては、2011 年 11 月 8日に公表

いたしました数値からの変更はありません。 

 
(1) 2012 年 3 月期 連結業績予想                   （金額単位：百万円） 

 売 上 高  営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

通  期 420,000 28,000 31,000 16,000 530 円 16 銭

 
(2) 2012 年 3 月期 配当予想 

 第２四半期末

実績額 期 末 年 間 

１株当たり配当金   33 円 00 銭 33 円 00 銭 66 円 00 銭 
 

 （注）上記の業績および配当予想は現時点での予想数値であり、実際の業績および配当額は

今後の様々な要因により予想数値とは異なる可能性があります。 

 
以上 
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【ご参考】リース契約実行高 物件別構成比（単体） 

 

 

 
 

 

 

情報機器・事務

機器

47%

産業工作機械

14%土木建設機械

3%

輸送用機器

4%

医療機器

5%

商業・サービス

用機器

20%

その他

7%

１２年３月期 第３四半期

情報機器・事務

機器

40%

産業工作機械

25%
土木建設機械

2%

輸送用機器

3%

医療機器

4%

商業・サービス

用機器

20%

その他

6%

１１年３月期 第３四半期

情報機器・事務

機器

37%

産業工作機械

23%

土木建設機械

2%

輸送用機器

3%

医療機器

3%

商業・サービス

用機器

17%

その他

15%

１０年３月期 第３四半期


